
　―

高
機
能
小
型
水
中
ド
ロ

ー
ン
開
発
の
き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
の
か
。

　
太
田
　
海
洋
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
生
態
研
究
で
は
、
生
物

の
生
息
水
深
と
そ
の
環
境
を

知
る
こ
と
が
重
要
。
ミ
ズ
ク

ラ
ゲ
は
表
層
を
漂
っ
て
い
れ

ば
見
え
や
す
い
が
、
水
中
深

く
に
潜
る
と
見
え
な
く
な
る
。

ク
ラ
ゲ
が
ど
こ
へ
移
動
し
た

か
、
そ
こ
は
ど
の
よ
う
な
環

境
な
の
か
を
知
る
の
は
簡
単

で
は
な
い
。

　
水
野
　
今
年
春
ご
ろ
に
何

と
か
な
ら
な
い
か
と
太
田
先

生
か
ら
話
を
持
ち
込
ま
れ
た
。

当
初
、
既
製
品
の
水
中
ド
ロ

ー
ン
の
改
良
を
試
み
た
。
し

か
し
、
制
御
シ
ス
テ
ム
を
自

由
自
在
に
変
更
で
き
な
い
と

判
断
し
、
独
自
の
水
中
ド
ロ

ー
ン
の
開
発
に
か
じ
を
切
っ

た
。
　
太
田
　
既
製
品
を
買
っ
て

使
っ
た
が
、
海
の
中
で
の
位

置
情
報
が
分
か
ら
な
い
。
映

像
が
出
る
が
、
水
温
や
塩
分

濃
度
、
酸
素
濃
度
な
ど
を
測

る
機
能
は
付
い
て
い
な
い
。

水
中
の
ビ
デ
オ
映
像
と
と
も

に
環
境
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
る

機
械
が
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

　

東
北
の
大
河
、北
上
川
の
ほ
と
り
に
た
た
ず
む「
知
の
森
」石
巻
専
修
大（
石
巻
市
南
境
）。社
会

の
課
題
解
決
に
向
け
、研
究
者
が
学
生
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
う
。初
回
は「
生
物
調
査
の
た
め

の
高
機
能
小
型
水
中
ド
ロ
ー
ン（
小
型
無
人
機
）」の
開
発
に
挑
む
３
人
に
話
を
聞
い
た
。
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　―

産
業
の
現
場
で
の
活
用

法
は
？

　
太
田
　
石
巻
地
方
は
養
殖

業
が
盛
ん
。
地
元
の
養
殖
業

者
か
ら
、
各
種
の
デ
ー
タ
を

計
測
で
き
る
水
中
ド
ロ
ー
ン

が
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
声
を

耳
に
す
る
。
養
殖
棚
を
固
定

す
る
ロ
ー
プ
の
海
底
部
分
の

劣
化
は
深
く
て
分
か
ら
な
い
。

ま
た
、
養
殖
魚
が
餌
を
食
っ

て
い
る
水
深
、
水
温
、
光
量

な
ど
を
測
れ
れ
ば
、
作
業
の

効
率
化
な
ど
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
な
い
。

　―

開
発
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
水
野
　
海
中
ド
ロ
ー
ン
に

は
５
個
の
モ
ー
タ
ー
を
搭
載

す
る
予
定
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
使
う
。

シ
ス
テ
ム
は
大
体
完
成
し
て

い
る
。
潮
の
流
れ
や
波
な
ど

が
あ
り
、
海
中
で
一
定
の
位

置
を
保
つ
の
が
き
わ
め
て
難

し
い
。
空
中
ド
ロ
ー
ン
で
い

う
と
こ
ろ
の
「
ホ
バ
リ
ン
グ

」
、
定
位
の
機
能
が
次
の
段

階
だ
。
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー

と
加
速
度
セ
ン
サ
ー
を
組
み

合
わ
せ
た
６
軸
の
情
報
を
取

得
し
て
ホ
バ
リ
ン
グ
機
能
を

持
た
せ
る
。

　
太
田
　
無
線
操
縦
に
は
で

き
な
い
か
。

　
水
野
　
難
し
い
。
水
中
で

は
電
波
が
減
衰
し
て
し
ま
う
。

カ
メ
ラ
の
画
像
や
操
縦
等
は

有
線
ケ
ー
ブ
ル
と
テ
ザ
ー
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
組
み
合

わ
せ
、
高
速
か
つ
長
距
離
デ

ー
タ
通
信
を
行
う
。

　
佐
々
木
　
水
中
ド
ロ
ー
ン

に
搭
載
す
る
の
は
画
像
処
理

用
マ
イ
コ
ン
と
、
ド
ロ
ー
ン

の
制
御
を
担
う
マ
イ
コ
ン
。

ど
う
二
つ
を
連
携
さ
せ
る
か
。

つ
な
ぎ
方
に
は
多
く
の
選
択

肢
が
あ
る
。
信
号
の
や
り
と

り
を
速
く
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
に
よ
る
指
示
と
動
作
の

ず
れ
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ど
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
を
使
え

ば
良
い
か
。
今
後
開
発
が
進

め
ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　―

開
発
に
は
三
つ
の
研
究

室
が
関
わ
る
。

　
水
野
　
３
学
科
で
も
の
を

作
ろ
う
と
い
う
の
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
大
き
な
狙
い
。
そ

し
て
、
学
生
も
一
緒
に
開
発

し
て
い
く
。
わ
れ
わ
れ
教
員

の
指
導
の
下
で
、
ど
の
よ
う

に
課
題
を
解
決
し
て
い
く
か
。

教
育
の
面
が
非
常
に
重
要
だ
。

　
太
田
　
作
る
の
は
機
械
系

だ
が
、
試
作
品
の
段
階
で
は

海
洋
系
の
学
生
も
海
中
ド
ロ

ー
ン
の
性
能
を
試
す
。
ど
の

よ
う
な
応
用
が
で
き
る
の
か
、

違
う
分
野
の
学
生
が
協
働
で

交
わ
る
。
学
科
を
横
断
し
て

の
研
究
は
珍
し
い
。
石
巻
専

修
大
な
ら
で
は
の
ス
タ
イ
ル

で
は
な
い
か
。

テ
ー
マ
／
生
物
調
査
の
た
め
の

高
機
能
小
型
水
中
ド
ロ
ー
ン
の
開
発

（写真左）

開
発
に
参
加
す
る
学
生
た
ち

（写真中） （写真右）


